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岡
山
市
北
部
・
西
部
の
開

業
医
ら
で
つ
く
る
御
津
医
師

会
が
保
健
衛
生
の
向
上
な
ど

に
貢
献
し
た
団
体
・
個
人
に

贈
ら
れ
る
「
第
6
9
回
保
健
文

化
貢
」
を
受
賞
し
た
。
受
賞

理
由
は
「
夜
間
診
療
輪
番
制
、

病
診
連
携
、
限
界
集
落
の
医

療
対
応
、
在
宅
医
療
連
携
推

進
、
有
事
の
場
合
の
医
師
派

遣
等
か
ら
成
る
地
域
医
療
を

守
る
相
互
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
、
実
施
し
た
。
ま
た
、

行
政
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

師
会
等
の
団
体
、
学
校
及
び

病
院
等
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
地
域
医
療
の
推
進
に
貢

献
し
て
い
る
」
と
さ
れ
た
。

元
御
津
医
師
会
長
と
し
て
医

師
会
の
歩
み
を
心
か
ら
祝
し

た
い
。

　
日
本
の
平
均
寿
命
は
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が
、
そ
れ

、
‐
ぶ
ジ
ク
か

茂

　　94

菅波

を
支
え
る
医
療
に
は
日
本
的

特
徴
が
あ
る
。
日
本
は
法
治

国
家
で
あ
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
法
に
基
づ
く
。
平
均
寿
命

に
寄
与
し
た
主
た
る
法
律
は

健
康
保
険
法
に
基
づ
く
国
民

健
康
保
険
法
、
保
健
所
法
そ

し
て
母
子
保
健
法
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
法
の
精
神
は

　
「
相
互
扶
助
」
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
法
律
に
基
づ
い
て
政

府
と
民
間
が
協
力
し
て
国
民

の
健
康
増
進
に
関
与
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
施
設
整
備
、

人
材
育
成
と
配
置
、
医
療
技

術
と
医
療
関
連
製
品
開
発
、

財
政
対
応
な
ど
で
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
法
が
成
功

し
た
理
由
を
列
記
し
て
み
た

い
。
　
①
国
保
診
療
所
の

を
含
め
た
全
国
展
開

国
民
保
険
加
入
者
が

へに
き
地
よ
り

い
つ
で

賞賞化文健保の会師医津
も
ど
こ
で
も
、
適
切
な
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
の
保
証
（
社
会
主
義
国
は

同
様
）

　
②
官
僚
行
政
へ
の
郷

　
（
ア
ジ
ア
で
は
日
本
と
シ

ガ
ポ
ー
ル
が
善
明
）

　
③
義
務
教
育
に
よ
る
高

頼ンい

識
字
率
が
健
康
・
衛
生
教
育

に
寄
与
（
世
界
で
も
特
異
な

厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省

の
両
者
が
関
与
す
る
学
校
保

健
制
度
）

　
④
日
本
医
師
会
か
ら
地
区

医
師
会
に
お
け
る
公
共
医
療

政
策
へ

日
本
だ

‐ ‐

　
⑤
籾

の
関
与

け
）

（
世
界
で
も

－尹

(_

　
バ
ｕ
ｉ
ぷ
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‥
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￥
‐
’
ぶ
ｔ
£
‐
’
一
‐
’
Ｅ
‐
｛
に
ｐ
’
ｔ
・
昨

呟
る
健
康
・
衛
生
教
育
の
啓

蒙
普
及
活
動
（
世
界
で
も
日

本
だ
け
）

　
特
に
日
本
医
師
会
と
地
区

医
師
会
が
担
っ
て
い
る
公
共

医
療
政
策
へ
の
関
与
は
日
本

の
文
化
の
理
解
な
し
に
は
説

明
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、

公
私
の
公
に
は
公
益
と
公
共

が
あ
る
。
前
者
は
「
有
れ
ば

み
ん
な
の
役
に
立
つ
」
、
後

者
は
「
無
け
れ
ば
み
ん
な
が

される御津医師会
医師会提供　　づ

保健文化賞の贈呈式で表彰

右）＝御津iの大橋基会長（

困
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
英

語
で
は
公
益
も
公
共
も

　
｢
P
u
b
l
i
c
　
l
n
t
e
r
e
s

ｔ
」
で
表
現
す
る
。
こ
れ
は

公
益
の
み
の
意
味
だ
と
思

う
。
　
世
界
中
を
見
て
も
、
縦
割

り
行
政
の
最
終
受
け
皿
と
し

て
の
地
区
医
師
会
の
存
在
は

日
本
し
か
な
い
。
具
体
的
に

は
文
科
省
の
学
校
保
健
、
厚

労
省
の
地
域
保
健
と
産
業
保

健
、
総
務
省
の
警
察
支
援
、

休
日
当
番
制
な
ど
で
あ
る
。

現
在
で
は
介
護
保
険
法
の
地

域
社
会
に
お
け
る
具
現
化
と

推
進
の
司
令
塔
の
役
割
も
果

た
し
て
い
る
。

　
地
区
医
師
会
が
公
共
医
療

政
策
を
担
っ
て
い
る
精
神
は

　
「
地
域
社
会
に
お
け
る
相
互

扶
助
」
で
あ
る
。
地
区
医
師

会
が
そ
の
役
割
を
放
棄
し
た

時
に
、
誰
が
代
わ
り
う
る
の

か
。
そ
の
時
の
経
費
は
ど
の

く
ら
い
な
の
か
。
行
政
に

っ
て
は
考
え
た
く
も
な
い

夢
で
あ
る
。

と

　
現
時
点
に
お
け
る
地
区
医

師
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
主

力
は
開
業
医
で
あ
る
。
開
業

医
は
2
4
時
間
３
６
５
日
、
死

ぬ
ま
で
地
域
社
会
の
一
員
で

あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
２

代
、
３
代
と
続
く
。
6
0
年
、

9
0
年
の
地
域
社
会
と
の
家
族

ぐ
る
み
の
接
点
が
あ
る
。
地

域
社
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
地
域
社
会
に
お
け
る
倫

理
道
徳
の
範
も
求
め
ら
れ

る
。
そ
れ
に
加
え
て
倒
産
の

可
能
性
が
常
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
が
開
業
医
と
勤
務

医
の
決
定
的
な
違
い
で
あ

る
。
開
業
医
主
導
か
勤
務
医

主
導
の
い
ず
れ
で
も
、
地
区

医
師
会
に
よ
る
「
地
域
社
会

にるを要
お
け
る
相
互
扶
助
」
に
よ

公
共
医
療
政
策
へ
の
関
与

後
退
さ
せ
な
い
こ
と
が
肝

で
あ
る
。

　
地
域
医
療
に
不
可
欠
な
地

区
医
師
会
と
し
て
、
御
津
医

師
会
を
世
界
へ
発
信
す
る
こ

と
を
考
え
た
い
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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